
番号 受理月日 受理方法 担当課 件名 提言の要旨 反映状況（要旨） 反映区分

1 5月23日 Ｅメール 税務課 軽自動車税等の
税金の納付方法
について

　軽自動車税等の税
金をコンビニエンス
ストアで支払いでき
るようにしてほし
い。

　市税の納付につきましては、市内に本店又
は支店のある金融機関や市役所税務課、三陸
支所、綾里地域振興出張所及び吉浜地域振興
出張所で納付できます。
　また、月曜日と金曜日は、市役所税務課で
は、18時30分まで受付をしておりますし、自
動的に引き落しができる口座振替制度の活用
など、市民の方が納付しやすいよう努めてお
ります。
　コンビニ納税につきましては、すでに導入
した県内市町村が多く、365日24時間いつで
も納付可能であり、納税者の利便性向上につ
ながり、納期内納付の推進の一助となってい
ると伺っております。
　以上のことから、本市においても早急にコ
ンビニ納税を導入すべく検討しております。

B

2 5月23日 Ｅメール 税務課 軽自動車税等の
税金の納付方法
について

　軽自動車税等の税
金支払いをコンビニ
エンスストアで支払
えるように検討して
ほしい。

　市税の納付につきましては、市内に本店又
は支店のある金融機関や市役所税務課、三陸
支所、綾里地域振興出張所及び吉浜地域振興
出張所で納付できます。
　また、月曜日と金曜日は、市役所税務課で
は、18時30分まで受付をしておりますし、自
動的に引き落しができる口座振替制度の活用
など、市民の方が納付しやすいよう努めてお
ります。
　コンビニ納税につきましては、すでに導入
した県内市町村が多く、365日24時間いつで
も納付可能であり、納税者の利便性向上につ
ながり、納期内納付の推進の一助となってい
ると伺っております。
　以上のことから、本市においても早急にコ
ンビニ納税を導入すべく検討しております。

B

3 5月23日 Ｅメール 税務課 軽自動車税等の
税金の納付方法
について

　軽自動車税等の税
金支払いに、クレ
ジットカードを使え
るようにしてほし
い。

　クレジットカード納税の導入につきまして
は、納付手段の拡充として全国的には導入し
ている自治体も見受けられますが、そうした
状況を踏まえ、導入の可否について検討して
おります。

C

4 6月1日 Ｅメール 税務課 税金等の支払方
法について

　税金等の支払い
に、クレジットカー
ドを使えるようにし
てほしい。

　クレジットカード納税の導入につきまして
は、納付手段の拡充として全国的には導入し
ている自治体も見受けられますが、そうした
状況を踏まえ、導入の可否について検討して
おります。

C

5 6月14日 市政モニ
ター

土地利用課
市街地整備
課

大船渡駅周辺地
域とその他の被
災跡地における
復興後の街並み
について

　大船渡駅周辺地域
やその他の被災跡地
について、復興後の
街並みを簡単に想像
できるよう、平面図
や文章に加え、ＣＧ
動画などを作成して
ほしい。

　大船渡駅周辺地区の土地区画整理事業や津
波復興拠点整備事業などの進ちょく状況につ
いては、各街区の造成や道路などの整備スケ
ジュール、土地区画整理事業の事業計画変更
に関する住民説明会における資料の配布のほ
か、広報大船渡による復興計画事業のスケ
ジュールのお知らせと復興特集号の発行、市
のホームページなどで周知しております。
　また、その他の地域におきましても、被災
した土地の利活用が本格復興のまちづくりに
向けた重要課題と捉えており、各地区におい
て実現に向けた取組を進めています。
　これら取組にあたっては、地域の皆様と市
が協働で検討した土地利用方針図の改定や、
具体的な事業を位置付けた被災跡地土地利用
実現化方策などの資料について、事業の種別
ごとに整理・色分けするなど工夫に努めて住
民懇談会で説明しております。
　ご提言いただきましたＣＧ動画の作成につ
いては、相当の費用を要すると見込まれるた
め、当面は既存資料にさらなる工夫を加える
など、より一層分かりやすい資料づくりに努
めて参ります。

D

大綱７　自立した行政経営の確立



番号 受理月日 受理方法 担当課 件名 提言の要旨 反映状況（要旨） 反映区分

6 6月21日 Ｅメール 秘書広聴課 市のホームペー
ジの「お問い合
わせ」について

　市のホームページ
の「お問い合わせ」
から送付した際、自
動配信でよいので、
到達と送信内容が確
認できるようシステ
ムを構築してほし
い。

　市ホームページのお問い合わせフォーム
は、送信ボタンをクリックした時点で、記入
いただいた内容がメールにて関係部署に配信
されております。
　このたびのご提言を受け、送信者に対しま
しても自動で入力内容のメールが送信される
よう、システムの見直しを行いました。

A

7 7月11日 市政モニ
ター

秘書広聴課 若い世代におけ
る住民懇談会な
どへの参加につ
いて

　住民懇談会などに
若い世代が多く参加
するよう、行政から
働きかけてほしい。

　市では、住民懇談会を開催するにあたり、
幅広い世代の方々に参加していただけるよ
う、市広報、ホームページ、ツイッター、新
聞など、さまざまな情報発信媒体を活用し参
加を呼びかけております。
　平成27年度に市の基本的な計画となる大船
渡市総合計画を策定した際は、45歳以下で構
成される市民ワークショップを開催し、若い
世代のニーズを把握し、計画に反映したとこ
ろであります。
　なお、市政モニターの選任につきまして
も、市民の皆さんからの多様なご意見を市政
運営に役立てるため、応募いただいた方を除
き、地域別、年齢別、男女別に偏りが生じな
いよう選任しております。

B

8 7月15日 市民提言箱 秘書広聴課 市の交際費につ
いて

　市の交際費につい
て、１件あたりのお
茶代・お菓子・弁当
代などが５千円以上
もかかるのだろう
か。交際費は、税金
でまかなわれている
ので、経費削減に努
めてほしい。

　毎月ホームページで公表している市の交際
費、食料費については、業者への支払い件数
とその合計金額を表しております。
　このため、会議出席者や訪問先の人数が多
かったり、数か月分まとめてお茶を購入した
りすると、支払い1件あたりの総額が5,000円
を越える場合がありますが、1人当たりの単
価はいずれも廉価なものとなっております。
　交際費及び食糧費の支出については、必要
最低限とし経費の縮小を図っているところで
あります。

A

9 10月25日 市政モニ
ター

財政課 公平な入札の執
行について

　地元企業を優先す
る工事発注は公平性
に欠けると思われる
ので、原則に従って
入札してほしい。

　建設工事において、資格を有していれば誰
でも参加できる一般競争入札は、より安価に
工事を発注できる可能性がある一方、不適格
業者の受注による品質の低下や、資力・体力
的に優位な大手企業の参入により、地元企業
による受注が難しくなることが考えられま
す。
　当市において、建設業が地域経済に及ぼす
影響は大きく、地元自治体として企業の育成
と受注機会の確保が重要と考えています。
　市営建設工事の発注に際しては、一部特殊
な工事を除き、地元企業を選定し競争入札を
行うこととしており、諸規定等に基づき適切
に行っています。
　今後も、最適な発注方法と公平・公正な入
札の執行に努めて参ります。

C

10 12月2日 市民提言箱 綾里地域振
興出張所

綾姫ホールの管
理人の採用につ
いて

　綾姫ホールの管理
人を採用する際に、
広報などで採用募集
について周知してほ
しい。

　綾里地区コミュニティ施設・綾姫ホール
は、市や地区公民館、各種団体の会議・行事
などで、多くの住民に利用されております
が、夜間・休日の鍵の開閉や施設管理につい
ては、迅速な対応が可能であることや管理人
の通勤の利便性などを考慮し、近隣の住民の
方に委託しております。
　管理人への業務委託は、震災発生後から中
断しておりましたが、平成28年６月から再開
し、施設管理経験などを考慮し、震災前に委
託していた近隣住民を選任したところです
が、同業務は臨時的で短時間であり、こうし
た就業を希望されている方々の機会均等が図
られることから、平成29年度の採用募集にあ
たっては、綾里地区の全世帯に募集資料を配
布して対応しました。

A



番号 受理月日 受理方法 担当課 件名 提言の要旨 反映状況（要旨） 反映区分

11 1月22日 市政モニ
ター

秘書広聴課 市政における市
長と市民の対話
の機会について

　市長と市民が直接
対話ができる機会を
増やしてほしい。陸
前高田市では、地域
と市長との懇談会が
頻繁に開催されてい
る。

　市では、市民と市長が直接懇談する地域懇
談会や各種団体との意見交換会、ワーク
ショップ等を随時開催し、市政全般について
広く市民の皆様から意見・提言をいただいて
おります。
　本年３月には「市長と語ろう」と題し、子
育て世代の父兄と市長が懇談する機会を設け
たところであり、今後とも市長と市民との対
話の機会を設け、可能な限りその声を市政に
反映させるよう努めて参ります。

A

12 2月20日 市政モニ
ター

復興政策課 若い世代におけ
る復興政策への
参加について

　復興政策を進める
うえで、若い世代の
意見を聞く取り組み
をしてほしい。

　一日も早い復興を成し遂げるためには、行
政の率先した取り組みはもとより、市民の皆
様の英知と行動力が非常に大きなエネルギー
になることから、新しいまちづくりにあた
り、多くの市民の皆様の意見を聞きながら進
めることは、非常に重要であると認識してお
ります。
　このことから、大船渡市復興計画の策定や
土地利用方針図の作成にあたりましては市内
全地区における地区懇談会や市民ワーク
ショップ、高校生及び中学生によるこども復
興会議、パブリックコメントなどを通じて広
く市民の皆様の意見・提言を受け、計画への
配意に努めたところであります。
　また、防災集団移転促進事業や災害公営住
宅の整備、大船渡駅周辺地区の土地区画整理
事業、被災（移転）跡地の利活用など、個々
の復興事業を進めるにあたっても市民の皆様
の意見を聞きながら進めるよう努めて参りま
した。
　最近では大船渡公園とみなと公園を整備す
るためのワークショップを開催しております
が、参加いただいている方は、近隣に居住し
ている住民のほかに高校生やNPO関係、事業
所関係の方など多岐に渡っております。
　今後におきましても、夢と希望を育む新し
いまちづくりを進めるため、多くの市民の皆
様の意見を聞きながら、取り組んで参りたい
と考えております。

A

13 2月20日 市政モニ
ター

秘書広聴課 市政モニターの
活動内容につい
て

　市政モニターの活
動内容について、パ
ブリックコメントを
実施する際は、市政
モニターから意見を
毎回提出させるよう
にしてほしい。

　市政モニターの方には、年に１～２度、市
への定期報告のひとつとして市の各種行政計
画等に係るパブリックコメントへの回答をお
願いしています。
　市が行うパブリックコメントについては、
幅広い見地から多くの方に伺った様々なご意
見を市政に反映させるため、実施しているも
のです。
　このため、特定の方を固定して意見をいた
だくことは、その趣旨と異なることから、市
政モニターの方に毎回回答をお願いすること
は考えておりません。
  なお、パブリックコメントを実施する際
は、市広報やホームページ等でお知らせして
おり、市役所本庁、支所及び出張所、リアス
ホール、カメリアホール、博物館等の施設や
市ホームページ等において、自由にご覧いた
だくことができますので、ご意見をお寄せく
ださるようお願いします。

D


